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【問題２０】

前提条件

被相続人の自宅の敷地面積 ２５０㎡

１㎡あたりの相続税評価額 ５０万円

敷地の共有持分 妻＝３／５、長女＝２／５

１．６０００万円

２．８０００万円

３．１億円

４．１億２５００万円

【問題２１】

２．個人向国債の価額は、額面金額がそのまま相続税評価額とされる。

３．取引相場のあるゴルフの会員権は、課税時期の取引価額×９０％の算式に
よって評価される。

４．上場株式の相続税評価額は、課税時期の最終価格・課税時期の月の毎日の最
終価格の月平均額・課税時期の前月の毎日の最終価格の月平均額・課税時期の
前々月の毎日の最終価格の月平均額の４つのうち最も低い価額とされている。

以下の条件で相続が発生し、被相続人の自宅の敷地に小規模宅地等の相続税の課
税価格の計算の特例（小規模宅地等の減額特例）を適用する場合、減額される金
額の限度額として正しいものを選んでください。なお、この自宅の敷地以外にこ
の特例の適用を受ける宅地等はないものとします。

被相続人は、生前妻と２人でこの自宅に居住しており、長女は、結婚して自身の
配偶者の所有する家屋に居住している。

相続税の財産評価に関する以下の記述のうち、正しい記述を選んでください。

１．定期預金の価額は、課税時期の預入残高で評価し、既経過利子の額は含めず
に評価される。
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